

国際ソロプチミスト （クラブ名を挿入）
________________________リジョン

国際ソロプチミストアメリカ
細則
第　１　条

名称および区域限界
第1項    このクラブの名称は国際ソロプチミスト ____________________とする。

第2項　このクラブの区域限界は、 ____________________（地域名を挿入する）として指定されている区域とする。
第　2　条
目的
第1項　このクラブの目的は次の通りとする。

a) 女性と女児が、持っている才能を発揮し自分の夢を生きられるよう、資源と機会を得るというビジョンを追求する
b) 社会的・経済的エンパワーメントをもたらすプログラムを通じて女性と女児の生活を向上させる

c) 女性にとって重要な諸問題に関して声をあげる
d) 非課税組織としてのクラブの目的を推進するような、その他の合法的活動に従事する
第2項　クラブの純収益のいかなる部分も、会員、理事、役員、その他の私人の利益となったり、会員、理事、役員その他の私人に分配されたりすることはない。但し、クラブは、提供されたサービスに対して妥当な報酬を支払ったり、非課税組織としての目的の推進のために支払いや分配を行なうことについては許可と権限が与えられているものとする。国税収入局規約の第501(h)によって別途規定されている以外は、クラブの活動のいかなる本質的部分も、主義主張の宣伝の実施その他による、法律に影響を与える試みで構成されることはない。クラブは、公職の候補者に代わって（あるいは反対して）政治的キャンペーンに参加したり、干渉したりする（出版や、声明文の配布を含む）ことはない。これらの条文の他のいかなる条項にかかわりなく、クラブは(a)上記規約の第501(c)(3)項のもとに連邦所得税が免除されている法人によって、また、(ｂ)規約の第170(ｃ)(2)項のもとに寄付金が課税控除となる法人によって実施されてはならない活動のいかなるものも実施することはない。
第　3　条
会　員
第1項　種別　　会員種別は、連盟細則で定義されている正会員の1種類とする。更に、2001 年7月1日またはそれ以前に終身会員としての資格を得ている会員は、ソロプチミスト組織での会員籍が維持されている間中、その資格が認められる。

第2項　会員籍の特典

a. この細則で述べられている資格要件を満たして参加している会員はすべて、発言し、動議を出し、表決をすることができる。

b. 適格な　　　　会員のみが、選出されて役職に就くことができる。正会員のみが、連盟大会、リジョン大会、地区大会へのデレゲートを務めることができる。

第3項
入会


（会員はどのようにしてクラブに受け入れられるか、いつの時点で会員籍が有効になるか、などの規定を、ここに含める。）
第4項
会員籍の終了


（クラブが会員籍の終了の手順を定めている場合は、それをこの項に含める。）

第5項
長期欠席

（クラブが長期欠席に関する規則を定めている場合は、それをこの項または第4項に含める。）

第6項
名誉表彰


（クラブが特別な名誉の表彰手順を採択している場合は、ここにそれを含める。これには、長年の会員、クラブの定義による終身会員などの表彰を含めてよい。）
第　４　条
役　員
第1項　選出された役員

（役員とは、会長、セクレタリー、トレジャラー、および、以上に加えて、クラブが定める通りの他の役員および/または理事を指す。）

第2項　資格要件

（役員となるための資格要件があれば、ここに含める。）

第3項　役員の任期

（選出された役員は、［月日］から　　　年間、または後継者が選出されるまでの任期を務める。同じ役職を　　　　年以上連続で務めることはできない。）

第4項　役員の解任

（クラブに、役員の解任に関する手順があれば、ここに含む。）

第5項　役職の空席

（クラブに、役職の空席に関する手順があれば、ここに含む。）

第6項　任務

（クラブが、役員の具体的な任務を定めているならば、それをここに含む。そうでなければ、「役員はこの細則で規定されている任務、および、採択された議事法権威で役職の任務として定められている通りの他の任務を遂行するものとする」というような簡単な標準的文言でかまわない。）
第　５　条
指名と選出
第1項　指名委員会

（クラブが指名委員会を持つ場合には、その委員会の構成、選出制または任命制の区別、また、報告の時期などを含む具体的な任務を、ここに含める。）

第2項　選出

選挙はあらゆる形式（第6条　第1項を参照）で開催される会合もしくは、郵便または電子投票によって実施することができる。（選挙実施の手順、および選出に必要な得票数をここに含める。）
第　６　条
会　合

第1項　会合の形式
クラブの会員による定例、業務、特別、年次会合は、いかなる形式でも開催できる。これには対面式、音声またはビデオ会議、ソーシャル・メディア、またはこれらの形式を組み合わせたハイブリッド式が含まれ、クラブのすべての会員が互いの話を聞くことができる限り有効である。遠隔もしくはバーチャル形式で参加している会員は、定足数を成立させるための数に含まれる。
第2項
クラブによって別の指示がない限り、クラブの定例会合は　　　（会場）にて、

　（時間）に開かれる。（クラブは、定期的に予定されているクラブの休暇期間を除く毎月、最低1回の定例会合を持つものとする。定例会合の開会宣言の時間は、現行規定に含められるべきである。）

第3項　業務会合

（クラブが特定の定例会合を業務会合として指定している場合は、その指定日をここに含める。また、クラブが夏季の数ヶ月の間休会するならば、休会期間の全日程をここに含める。）

第4項　特別会合

特別会合はクラブ会長によって招集されるが、少なくとも　　　名の正会員の書面による要請によって招集される。各会員に少なくとも　　時間前に連絡（口頭、文書、電話などによる）される。特別会合の処理する事項は、開催通知に含まれる案件に限られる。

第5項　年次会合

（役員、理事会、委員会の年次報告と、その他の必要な議事を処理するために、年次会合として指定される定例業務会合について、ここに含む。）
第6項　定足数

（クラブの会合のために確立されている定足数について、ここに含む。）
第7項　業務

クラブは、どのような定例業務もしくは特別業務も、いかなる形式（第6条　第1項を参照）で実施される会合での投票、または郵便投票もしくは電子投票によっても実施することができる。この業務には、役員の選出、クラブの運営管理文書の修正に関する投票、予算の承認に関する投票が含まれるが、これらに限定されない。
第　７　条
理　事　会

第1項　構成

（理事会を構成する会員たちのリストを、ここに含む。これには、理事会で表決権を持つ者のみを含めること。議事法専門家などアドバイサーとして会合に参加する者については、上記リストとは別の文として、本項に書き加えてかまわない。）

第2項　任務

（これは、理事会はクラブの業務会合の合間に、クラブの業務、資金、所有物を管理する権限を有する、という点に関する簡単な文言でかまわない。但し、クラブによる行動を修正するような権限は含まれない。）
第3項　会合
理事会による定例もしくは特別会合は、いかなる形式でも開催できる。これには対面式、音声またはビデオ会議、ソーシャル・メディア、またはこれらの形式を組み合わせたハイブリッド式が含まれ、理事会メンバーの全員が互いの話を聞くことができる限り有効である。遠隔もしくはバーチャル形式で参加している理事会メンバーは、定足数を成立させるための数に含まれる。
第4項　定例会合

（定例会合が開かれる時間と会場について、ここに含める。）

第5項　特別会合

（特別会合はクラブ会長によって招集されるが、少なくとも　　　名の理事会メンバーの書面による要請によって招集される。少なくとも　　時間前に連絡（口頭、文書、電話などによる）される。特別会合の処理する事項は、開催通知に含まれる案件に限られる。）

第6項　定足数

（理事会会合のために確立されている定足数について、ここに含む。）

第7項　理事会業務

理事会はいかなる定例業務もしくは特別業務も、いかなる形式（第6条　第1項を参照）で行われる会合での投票、もしくは郵便投票または電子投票によって実施することができる。

第　８　条
委　員　会

第1項　（常任委員会をここに列記する。）

第2項　責務

（これは、委員会がこの細則で定められた任務と、クラブ会長や理事会による指示によるか、または議事法権威で規定されている他の任務を遂行するという、標準的文言でかまわない。各委員会の具体的な任務をこの細則で仔細に説明する必要はない。但し、クラブがそれを望む場合はこの限りではない。）
第3項　会合

委員会会合はいかなる形式でも開催することができる。これには、対面式、音声またはビデオ会議、ソーシャル・メディア、もしくはこれらの形式を組み合わせたハイブリッド式に行うことができ、委員会メンバーの全員が互いの話を聞くことができる限り有効である。

第　９　条
年会費、諸費、および賦課金

第1項　会計年度　　会計年度は　　　　（月日）から　　　　（月日）までとする。

第2項　年会費および諸費

（次の3例のいずれかの形式で明記することが可能。1）会員が自らの財務的義務をはっきりと知ることができるように、年会費の総額（クラブ、リジョン、連盟、国際を合わせた年会費の総額、もしくは各会費の内訳）と諸費、および支払期日を明記する、2)支払期日を明記し、現在の年会費と諸費を記載した別のクラブの文書を参照にするように述べる、3）クラブ会費と諸費の額と、さらに国際、連盟、リジョンの会費が追加される点を明記する。）

第3項　賦課金

（もしもクラブが定期的に会員から賦課金を徴収する手順を採択しているならば、そうする権限についてここで明記しておくべきである。実際の賦課金の金額は、クラブの現行規定に含めればよい。）

第　10　条
議　事　法　権　威

本細則、　　　　　リジョン細則および現行規定、国際ソロプチミストアメリカ細則および連盟手続きによって特記されていない事項については、最新版「ロバート議事法」が、議事法権威となる。

第　11　条
改　正
（本細則を改正するための手順をここに含める。これには、改正案には事前通知として最低どれだけの期間が必要であるか、および、提案された改正案の採択には3分の2の賛成得票が必要であることについて明記しなければならない。）

第　12　条
解　散

クラブ解散にあたっては、理事会は、クラブの負債の全てを支払うか、支払いのための用意をした後には、理事会の定める通りに、そのようなやり方でもっぱらクラブの非課税目的のために、あるいはその時点で非課税団体の資格を持ち、規約の第501（c）（3）項のもとで非課税法人としてもっぱら慈善的、教育的、または科学的目的のみのために組織されている組織に当ててクラブの全ての資産を処分する。このように処分されない資産はすべて、クラブの主な事務所がその時点で所在しているカウンティー内の民事訴訟裁判所によって、上記の免税の目的のみのために処分される。資産の売却または法人の解散の際に、私的効力を発することになるいかなる余剰資金の使用も明白に禁止されている。

(1998年7月のケイ・シェルドPRPによる「クラブ手続きを細則に変換するための形式の見本」を2002 年10月にリー・ウィンツPRP、2015年1月にSIA事務局が修正。)
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